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平成２７年度下半期の財政公表

　
一
般
会
計
の
収
入
率
は
９２
・
２

㌫
、
支
出
率
は
７３
・
７
㌫
と
な
っ

て
お
り
、
特
別
会
計
で
は
収
入
率

７４
・
７
㌫
、
支
出
率
８６
・
４
㌫
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
予
算

年
度
は
、
４
月
１
日
か
ら
３
月
３１

日
ま
で
で
す
が
、
翌
年
度
の
５
月

ま
で
を
出
納
整
理
期
間
と
し
て
、

旧
年
度
中
の
支
払
い
、
収
入
を
整

理
す
る
期
間
と
し
て
い
ま
す
。
終

了
し
た
工
事
の
支
払
い
な
ど
は
、

こ
の
期
間
に
行
い
ま
す
。
ま
た
収

　
地
方
自
治
法
第
２
４
３
条
の
３
第
１
項
と
恵
那
市
財
政
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
で
は
定
期
的
に
財
政
状
況
を
公

表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
昨
年
１０
月
１
日
か
ら
本
年
３
月
３１
日
ま
で
の
半
年
間
の
予
算
の
執
行
と
基
金
、
地
方
債
の
状
況
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
　
財
務
課
志
２
６
ー
２
１
１
１
（
内
線
４
３
６
）　

区分 現在高 市民 1 人当たり

一般会計 ３２３億２，５８７万円 ６２万２，１３０円

特別会計 １４１億９，６１７万円 ２７万３，２１４円

企業会計 ３６億０，７１３万円   ６万９，４２１円

市債総計 ５０１億２，９１７万円 ９６万４,７６５円

区分 現在高 市民 1 人当たり
積み立てる基金 １７２億５，４９８万円 ３３万２，０８２円

 一般会計の基金 １６６億５，６００万円 ３２万０，５５４円
 特別会計の基金 ５億９，８９７万円 １万１，５２８円

運用する基金 １３億１，３０３万円 ２万５，２７０円
企業会計の基金 ４億１，９７０万円 ８,０７７円
基金総計 １８９億８，７７０万円 ３６万５，４２９円

予
算
の
８０
％
が
支
出
済
み

平
成
２７
年
度
下
半
期
　
市
の
財
政
状
況
を
公
表

　
昨
年
度
下
半
期
の
予
算
を
表
１

に
ま
と
め
ま
し
た
。
一
般
会
計
は

２１
億
８
２
４
８
万
円
の
増
額
、
特

別
会
計
は
３
億
４
４
２
６
万
円
の
減

額
、企
業
会
計
は
１
億
６
８
２
９
万

円
の
減
額
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
の
主
な
内
訳
は
、
一

般
会
計
で
は
１２
月
に
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
増
に
よ
り
自

立
支
援
給
付
費
に
５
０
７
７
万

円
、
高
齢
化
す
る
生
活
保
護
世
帯

の
医
療
費
な
ど
の
増
に
よ
り
生
活

保
護
費
に
１
７
３
８
万
円
、
上
矢

作
町
と
笠
置
町
内
の
道
路
災
害
復

旧
費
に
２
９
２
４
万
円
、
土
砂
災

害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新
に

４
８
６
万
円
、
空
き
家
の
実
態
把

握
調
査
に
１
２
５
万
円
、
中
山
道

広
重
美
術
館
の
美
術
品
購
入
に

１
２
９
６
万
円
を
増
額
し
ま
し

た
。

　
３
月
に
は
、
国
の
「
一
億
総
活

躍
社
会
の
実
現
に
向
け
て
緊
急
に

実
施
す
べ
き
対
策
」
に
お
け
る
地

方
創
生
加
速
化
交
付
金
事
業
と
し

て
地
域
自
治
区
支
援
事
業
な
ど
４

事
業
に
９
１
２
０
万
円
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
パ
ソ
コ
ン
購
入
費

な
ど
に
５
５
０
万
円
、
債
務
解
消

を
目
的
と
し
て
大
正
ロ
マ
ン
株
式

会
社
へ
の
出
資
金
に
４
９
７
１
万

円
、通
知
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー

ド
関
連
事
務
に
９
１
２
万
円
を
増

額
し
ま
し
た
。

　
ま
た
人
口
減
少
対
策
を
目
的
と

し
た
基
金
を
新
設
す
る
な
ど
基

金
積
立
金
に
１２
億
９
０
５
３
万

円
、
将
来
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
の
地
方
債
の
繰
り
上
げ
償
還
に

８
億
３
４
３
６
万
円
を
増
額
し
ま

し
た
。

　
特
別
会
計
で
は
、
３
月
に
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
と
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
で
建
設
事
業
費

の
精
算
な
ど
に
よ
り
合
わ
せ
て

２
億
５
５
７
８
万
円
を
減
額
、
病

院
事
業
会
計
で
建
設
改
良
費
の
減

な
ど
で
１
億
４
９
６
２
万
円
を
減

額
し
ま
し
た
。

　
市
債（
市
の
借
金
）と
、基
金（
市

の
貯
金
）
の
状
況
を
表
４
と
表
５

に
ま
と
め
ま
し
た
。

　
市
債
は
、一
般
会
計
で
は
昨
年
度

よ
り
約
１８
億
９
千
万
円
減
少
し
、

借
入
の
残
高
は
３
２
３
億
２
５
８
７

万
円
。特
別
会
計
と
企
業
会
計
を
合

わ
せ
る
と
５
０
１
億
２
９
１
７
万

円
で
す
。市
民
１
人
当
た
り
で
は
、

９６
万
４
７
６
５
円
と
な
り
ま
す
。

こ
の
借
金
の
返
済
の
う
ち
、
お
よ

そ
７
割
は
地
方
交
付
税
と
し
て
国

か
ら
財
源
の
支
援
が
受
け
ら
れ
る

た
め
、
実
際
の
市
の
負
担
は
こ
の

３
割
程
度
に
な
り
ま
す
。

　
基
金
は
、
一
般
会
計
の
基
金
が

１
６
６
億
５
６
０
０
万
円
、
特
別

会
計
の
基
金
が
５
億
９
８
９
７
万

円
、
こ
の
他
に
運
用
基
金
と
企
業

会
計
の
基
金
を
合
わ
せ
る
と
１
８

９
億
８
７
７
０
億
円
と
な
り
、
市

民
一
人
当
た
り
で
は
３６
万
５
４
２

９
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（h
ttp

://w
w

w
.city

.en
a.

lg.jp/

）
で
も
公
表
し
て
い
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
平
成
２７
年
度
の
決
算
は
、
11
月

発
行
の
本
紙
に
掲
載
の
予
定
で

す
。

入
で
も
国
・
県
の
支
出
金
や
、
市

債
は
事
業
の
完
了
後
に
収
入
す
る

た
め
、
出
納
整
理
期
間
に
収
入
の

手
続
き
を
行
い
ま
す
。

　
一
般
の
民
間
企
業
と
同
様
の
経

理
を
行
う
企
業
会
計
で
は
、
水
道

事
業
会
計
の
施
設
管
理
費
用
な
ど

の
収
益
的
支
出
で
４６
・
３
㌫
、
建

設
工
事
な
ど
の
資
本
的
支
出
で

８９
・
５
㌫
が
支
出
済
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
病
院
事
業
会
計
で
は
、
医
業
費

用
な
ど
の
収
益
的
支
出
が
９１
・
３

㌫
、
施
設
整
備
な
ど
を
行
う
資
本

的
支
出
が
９９
・
８
㌫
な
ど
で
、
企

業
会
計
全
体
で
は
８８
・
８
㌫
が
支

出
済
み
と
な
り
ま
し
た
。

▲１１月開業を目指して整備が進む恵那病院＝５月２日撮影

科目 現計予算額 収入済額 収入率
市税 ６９億５，０００ ６８億２,４６３ ９８.２㌫
地方譲与税 ２億６，３７０ ２億８，６７９ １０８.８㌫
利子割交付金 １，３５０ １，３０６ ９６．８㌫
配当割交付金 ２，２００ ３，７６４ １７１.１㌫
株式等譲渡所得割交付金 １,５００ ３,７０７ ２４７.１㌫
地方消費税交付金 ８億２，５００ １０億１，０４０ １２２.５㌫
ゴルフ場利用税交付金 １億１，１７０ １億１，８４４ １０６.０㌫
自動車取得税交付金 ５,０７０ ６，２９４ １２４.１㌫
地方特例交付金 ２，３９０ ２，４０３ １００.５㌫
地方交付税 １００億３，９５６１０５億５，５３０ １０５．１㌫
交通安全対策特別交付金 ５１０ ５８２ １１４.１㌫
分担金及び負担金 ３億２，０２７ ２億７，３３１ ８５．３㌫
使用料及び手数料 ３億９，７９６ ３億５，９２０ ９０.３㌫
国庫支出金 ２３億１，１８１ １４億９，７５８ ６４.８㌫
県支出金 ２０億９,３４８ １１億９,５４３ ５７．１㌫
財産収入 １億０，９９８ １億４，２２０ １２９．３㌫
寄付金 ４,２６３ ４,４００ １０３．２㌫
繰入金 ２７億８，０４８ ２７億６，２６６ ９９.４㌫
繰越金 １２億１，６８０ １２億１,６８０ １００.０㌫
諸収入 ６億８，６６９ ６億９,７０３ １０１．５㌫
市債 ２４億０，２００ １１億３,７１０ ４７．３㌫
合計 ３０６億８，２２６２８３億０，１４２ ９２．２㌫

科目 現計予算額 支出済額 支出率

議会費 ２億２,０３２ ２億１，４０４ ９７.１㌫
総務費 ５４億４，１８５ ４６億４，０２６ ８５．３㌫
民生費 ７３億２，８９１ ５５億７，８１６ ７６．１㌫
衛生費 ４６億７，８４８ １９億１，３２０ ４０．９㌫
労働費 ５，１１０ ５，０５５ ９８.９㌫
農林水産業費 １２億９，４６１ ９億４,０２１ ７２．６㌫
商工費 ９億２,２６１ ６億８，００２ ７３．７㌫
土木費 ２０億１，６３８ ８億２，６３０ ４１．０㌫
消防費 １４億６，６３０ ８億９，８２２ ６１．３㌫
教育費 ２６億２，６１４ ２２億９,９７１ ８７．６㌫
公債費 ４５億６，１２３ ４５億５，５３５ ９９．９㌫
予備費 ３，０００ ０ ０．０㌫
災害復旧費 ４,４３４ １,１９９ ２７．１㌫

合計 ３０６億８，２２６２２６億０，８０１ ７３．７㌫

内訳 補正前の額 補正額 合計

一般会計 ２８４億９，９７８万円 ２１億８，２４８万円 ３０６億８，２２６万円

特別会計 １７１億４，８４３万円 ▲３億４，４２６万円 １６８億０，４１６万円

企業会計 ９７億１，２３５万円 ▲１億６，８２９万円 ９５億４，４０７万円

合計 ５５３億６，０５６万円 １６億６，９９３万円 ５７０億３,０４９万円

表１　補正予算の状況（３月３１日現在）

※補正額には昨年度からの繰越明許費を含む。企業会計の予算額は支出予算

表２　一般会計収入の状況 表３　一般会計支出の状況

表４　市債の状況 表５　基金の状況

問

一
般
会
計
は
９２
％
収
入
済
み

１６
億
７
千
万
円
を
増
額
補
正

≪歳入の状況≫ ≪歳出の状況≫

１６８億０,４１６

３０６億８,２２６

９３億５,１５７

１６８億０,４１６

３０６億８,２２６

９５億４,４０７

１２５億４,４４９

２８３億０,１４２

５８億８,６４３

２２６億０,８０１

１４５億２,２１２

８４億７,５７５

収入率
９２．２％

収入率
７４．７％

収入率
６２．９％

支出率
７３．７％

０ １００ ２００ ３００ ０ １００ ２００ ３００

（万円） （万円）

支出率
８６．４％

支出率
８８．８％

収入済
予算

（万円）（万円）

（億円）（億円）

全体の収入率
８２．２％

全体の支出率
８０．０％

※人口は４月１日現在の５１,９６０人を基準。端数処理のため金額が合わない場合があります

収入済
予算

収入済
予算

支出済
予算

支出済
予算

支出済
予算

一般
会計

特別
会計

企業
会計

一般
会計

特別
会計

企業
会計

市
民
１
人
当
た
り
の
市
債

残
高
は
約
９６
万
５
千
円
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